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共立電子産業(株) デジット主催 マイコン製作会lcd35z

VS
OUT

GND

VS
OUT

GND

IC2F
LM35DZ

IC3F
LM35DZ

LM358D
の電源

CN2F

IC1F LM358N

C
3F

0.
1μ

F
C

1F
0.

1μ
F

CN3F

R1F 75Ω

R4F 75Ω

C
2F

0.
1μ

F
C

4F
0.

1μ
F

R
2F

10
kΩ

R
5F

10
kΩ

R3F 22kΩ

R6F 22kΩ

R7F 10kΩ
(Bカーブ)

R8F 10kΩ
(Bカーブ)

C5F 0.1μF

CN1F

CN4F

回路図

GND

Vcc

PB1

PB2

PB0

PB4

PB5

PB6

PB7

Vss

VDD

Vo

RS

R/W

E

BD0

BD1

BD2

BD3

BD4

BD5

BD6

BD7

L1634

10kΩ(B)

トレーニングボードと組み合わせる
マイコン製作会I/O基板(1.5倍拡大)
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温度センサLM35で作る温度計
(LCD表示バージョン)

温度センサIC LM35を使って、温度を測定する回路実験です。

温度は、LCDディスプレイに表示されます。

プログラムは『lcd35z』です。

温度センサIC LM35からは、10mV/℃の出力が得られます。

この電圧をI/O基板上のOPアンプ(LM358)で4倍に増幅して、

AVR ATmega168のPC4、PC5でA/D変換したあと、プログラム上

で1/4にして温度を計算し、LCDディスプレイに表示させています。

部品リスト

プログラムは
『lcd35z』です。
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JP2にショートピンを挿す
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I/O基板とマイコン基板の接続図

応用例
温度センサIC(LM35DZ)を基板から引き出して使うこともできます。
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基板上にLM35DZを実装する代わりに、CN2F(またはCN3F)

から線を引き出し、LM35DZに接続してください。

温度センサICのリード線部分は、

必要に応じて防水してください。
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部品実装図

(2回路分の部品を

実装した図)

プログラムは
『lcd35z』です。
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